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教育ヴィジョン研究センターは，By EVRI, For Everyoneを合言葉に，革新的な教育デザインの提案と社会貢献を使命とした
研究拠点です。本拠点は，3つのユニット，6つのクラスタで構成されます。ロゴは，6つのクラスタが相互に作用しつつ
1つの研究拠点を形づくり，広島を起点に，地域の，日本の，そして世界の教育を創造していく姿を現します。7

広島大学大学院教育学研究科 気付
URL :
http://evri.hiroshima-u.ac.jp/

教育ヴィジョン研究センター(EVRI)

広島大学インキュベーション研究拠点「教育
ヴィジョン研究センター(EVRI)」は，2020年2月
5日(水)にカリキュラム研究ユニット・IB教育ク
ラスタに関連して，第31回定例セミナー「美術
と平和」を開催しました。本セミナーでは，本
学菅村享教授（造形芸術教育学講座・教授）と
橋本一貫先生（広島市立基町高等学校・教諭）
をお招きしました。菅村先生には「美術はどの
ように平和と関われるのか」，橋本先生には「
高校生が描く原爆の絵の意義」という題目でご
講演いただきました。
前半は，菅村先生の「平和とは戦争や争いが

ないことか？」という問いかけから始まりまし
た。時代の移り変わりとともに，美術とその表
現が果たす役割も変貌を遂げてきたことを念頭
におき，新聞記事をもとに現代美術作家たちに
よる平和を訴える二つの作品を比較しました。
「平和」というテーマであっても，美術作品を

通して受ける印象には，受け手によって賛否両
論があり，具体的な言葉に表し得ない事象を美
術に現すことの意義と難しさを説きました。
後半は，橋本先生によって市立基町高等学校

普通科創造表現コースの取り組み事例を紹介さ
れ，被爆体験証言者と同校生徒が共同して，証
言者の記憶に残る被爆時の光景を高校生が絵に
描き，当時の状況を伝える「原爆の絵」の制作
について講話をされました。被爆の実相を絵画
として後世に残すこと，そして，絵の制作を通
して高校生が被爆者の思いを受け継ぎ「平和」
の尊さを考えることの意義を説かれました。
今日まで多くの美術家によって表現されてき

た「美術」と「平和」の関連性について，芸術
学と教育実践の視点からお話いただきました。
講演後には，熱心に質問をされる参加者が多く
みられ，「美術」を通した「平和教育」の特色
や意義を議論する有意義な機会となりました。

EVRI HP/Facebook

活動従事者 井戸川豊，棚橋健治
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第31回定例セミナー：

「美術と平和」
に関する講演会
を開催しました


